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町の世帯・人口 平成24年 2 月29日現在

人　　口

世帯数

男 17，474人

17，419人

34，893人

13，252世帯

女

計

日　本　人

西原中
学校発

、
西原中

学校発
、

（14ペー
ジに関連

記事）

●平成24年度施政方針……………2
●平成24年度特定健診･特定保健指導…10
●あがりてぃーだウォーキング……12
●住民票の異動(変更)届について…12
●災害時用援護者台帳への登録を
　　／国民年金学生免除のお知らせ…13

●平成24･25年度後期高齢者医療の保険料率改定…17
●町税等の納付に口座振替をご活用ください…18
●児童館、ファミリークラブ募集
　　／病後児保育事業について………21
●子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチンの予防接種…22
●平成24年度就学援助希望者の申請について…23

 ●●●●●●ホームページより求職・求人の登録 OK!!●●●●●●
西原町ホームページから、求職や求人の登録ができるようになりました。

⇒

仕 事 が 欲 し い     登録しよう！
仕事を提供したい⇒

　「西原町雇用サポートセンター」は、今日の厳しい雇用失業情勢に対応し、西原町が自ら行政施策に附帯して無料で職
業紹介事業を行うことにより、町民の雇用機会の創出・拡充をはかり、就職困難者や低所得者などの就労支援を基本とし、
新たな雇用の創出と失業者対策を進め、町の産業振興を推進し町民の生活向上に寄与することを目的とするものです。

☆登録対象 　仕事をしたい方・人材を探している企業
　○就労・就職希望者：西原町民又は本町への移住希望者　○企業（事業者等）：西原町及び近隣市町村の企業等

無料職業紹介所・西原町雇用サポートセンター

登録しよう！

詳しくは下記にお問い合わせください。
建設部産業課　TEL：098-945-4540　FAX:098-945-4580　E-mail：sangyou@town.nishihara.okinawa.jp

HELLO
WORK

玉那覇さんお手柄
！玉那覇さんお手柄
！

玉那覇さんお手柄
！ 交通事故で人命を救う 　

交
通
事
故
の
現
場
で
救
急
車
が
来
る
ま
で
の

間
、け
が
人
の
救
急
対
応
を
し
た
と
し
て
玉
那
覇

善
助
さ
ん
（
字
小
波
津
在
）が
東
部
消
防
組
合
消

防
本
部
か
ら
表
彰
さ
れ
、二
月
十
日
に
感
謝
状
と

記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
故
は
、国
道
3
2
9
号
の
小
那
覇
地
内
で
昨

年
末
発
生
し
た
自
動
車
の
衝
突
事
故
で
、追
突
さ

れ
た
方
の
玉
那
覇
さ
ん
が
、相
手
の
運
転
手
を
確

認
す
る
と
、意
識
が
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。玉
那

覇
さ
ん
は
す
ぐ
に
1
1
9
番
通
報
し
、た
ま
た
ま

通
り
か
か
っ
た
東
部
消
防
組
合
職
員
の
当
真
豪

さ
ん
と
協
力
し
て
胸
骨
圧
迫（
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
）を
実
施
。救
急
車
の
到
着
後
も
け
が
人
の
搬

送
な
ど
に
協
力
し
、け
が
人
は
病
院
へ
運
ば
れ
ま

し
た
。

　

玉
那
覇
さ
ん
と
救
急
隊
の
迅
速
な
対
応
が
実

り
、運
ば
れ
た
方
は
心
拍
が
再
開
し
て
後
日
退

院
。後
遺
症
も
な
く
社
会
復
帰
し
た
そ
う
で
す
。

　

事
故
を
振
り
返
り
玉
那
覇
さ
ん
は
、｢

最
初
、相

手
に
反
応
が
な
く
て
び
っ
く
り
し
た
が
、前
に
受

け
た
救
急
救
命
講
習
を
思
い
出
し
て
対
応
で
き

た
。講
習
を
受
け
た
経
験
が
あ
っ
た
の
で
、落
ち

着
い
て
対
応
で
き
た
と
思
う
。｣

と
語
り
、｢

後
遺

症
も
な
く
元
気
に
な
っ
た
と
聞
い
て
、本
当
に
嬉

し
か
っ
た
。｣

と
喜
び
ま
し
た
。

　

東
部
消
防
組
合
の
當
山
健
消
防
長
は｢

今
回

の
救
急
事
例
は
職
員
で
も
難
し
い
対
応
に
な
る

が
、玉
那
覇
さ

ん
の
勇
気
と
決

断
力
、冷
静
さ
が

あ
っ
て
の
こ
と
。

後
遺
症
が
残
ら

な
か
っ
た
の
は

早
め
の
の
対
応

が
で
き
た
か
ら

に
つ
き
る
。救
急

救
命
講
習
が
生

か
さ
れ
て
嬉
し

い
。｣

と
感
謝
を

述
べ
ま
し
た
。

いざというときのために救命講習を受けよう！救命講習を受けよう！救命講習を受けよう！救命講習を受けよう！
　事故で。発作で。あなたの助けが必要になるときがくるかもしれません。救命技術を持つ人
が増えれば、その分だけ助かる命があります。消防士や救命士の力だけでは限界があります。
近くに居合わせたあなたの力も大切です。お時間がある時、心肺蘇生法を学んでみませんか。

【開催日時】　●普通救命Ⅰ　毎月第 2土曜日 9:30 ～ 12:30　●上級救命講習　毎年 9月第 2土曜日
【開催場所】　東部消防組合消防本部
　　　　　　講習の受講を希望される方は、お気軽にお問い合わせください。
　　　　　　　※申請書と受講名簿はホームページからダウンロードしてご使用いただけます。
＜出張救命講習＞各事業所・施設から講習の依頼があれば、職員が出張講習に伺います。（20人～ 40人）
　　　　　　　　お問い合わせ：東部消防組合消防本部警防課　☎946-9999


